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教育への情熱をどのように保持するか？

山　添　　　正

最近はベテランの先生が教育への情熱を持ち続けるのが困難な時代です。先日，知人の校長

先生より，「ご相談したい事があります？」というので，お聞きすると「先生，自殺するには

琵琶湖に飛び込んだらいいのか，東尋坊に飛び降りたらいいのか，どちらがいいと思います

か？」というとんでもない事でした。それは，もちろん冗談なのですが。それくらい苦労して

おられるというお話でした。その校長先生の赴任先は，一日50人もの不登校生徒がいる中学校

で，「朝欠席者の名前を書くだけでも大変」という事でした。また，相談と言うのは，その校

長先生のお話ではなく，同じ学校の50代のベテランのＳ先生の深刻なお話でした。その先生は

保護者から「担任を変えてほしい」という要求を突きつけられていたのです。５年生の学年主

任で，学級経営には自信を持っている先生でしたので，彼の驚きは尋常ではありません。詳し

い事を書く事は出来ませんが，「子どもや保護者との思いのズレ」は自信や思い込みに走る恐

れのある，ベテランの先生がたの「落とし穴」と言ってもいいかもしれません。

私も40代半頃，教師としての力量に自信を持ち出した頃でした，大学院に行きたいと言う何

人かの学生に放課後語学の自主講座をしていました。授業が終わった後，丁寧に（自分では）

指導をしていたつもりでした。ある日宿題をしていなかった学生に注意したところ，「先生は

好きで指導しているんでしょう」という攻撃的返事が返ってきました。「（彼女は）べつにＫ大

学の大学院に行きたいと言った覚えは無い」というのです。当然，私は感謝されると思ってい

たので，「好きで指導している」と言われてがっくりと来た覚えがあります。本人の思いをき

ちんと聞いていなかったようです。ショックで，私はやる気を失い，その後語学学習会は解散

してしまいました。

Ｓ先生のお話に戻すと，教師としての経験を積むと，その経験から来る自信が，子どもたち

や親の変化を素直に把握する事をさまたげている事があります。私の場合は学習会をやめれば

済む問題でしたが，今の時代，両者のズレが大きくなって，「学級崩壊」や「担任交代」とい

う大事になる前に，一つの方法ですが，定期的にその実態を，出来れば調査などして，対応の

仕方にそれを取り入れて行く必要があります。変えてはならないのは教育に対する情熱です

が，子どもの実態・ニーズを正確に把握することは，教育への情熱を保持する為にも必要かと

思います。ベテランになるとそれが簡単なようで意外と難しい。自分の体験よりの戒めでもあ

ります。
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学　　　　　　　歴

年　　月 事　　　　　　　項

昭和45年３月 神戸大学教育学部教育心理学科卒業

昭和45年４月 京都大学大学院教育学研究科修士課程教育方法学専攻入学

昭和49年３月 京都大学大学院教育学研究科修士課程教育方法学専攻修了

昭和49年４月 京都大学大学院教育学研究科博士課程教育方法学専攻入学

昭和52年３月 京都大学大学院教育学研究科博士課程教育方法学専攻単位取得満期退学

昭和54年４月 京都大学大学院教育学研究科研修員修了　

職　　　　　歴

年　　月 事　　　　　　　項

昭和54年４月 山梨大学教育学部講師

昭和56年11月 山梨大学教育学部助教授

昭和63年３月 ユング研修所留学（スイス，チューリッヒ）（平成２年３月まで）

平成５年４月 神戸親和女子大学文学部教授（平成13年３月まで）

平成11年４月 トロント大学大学院臨床心理学科留学　客員研究員（平成11年10月まで）

平成13年４月 京都学園大学・大学院人間科学部教授（平成18年３月まで）

平成18年４月 神戸親和女子大学・大学院発達教育学部教授

平成22年４月 神戸親和女子大学学長（平成24年３月まで）

平成23年９月　上海体育学院名誉教授

学会・社会活動

年　　月 事　　　　　　　項

昭和49年４月 日本教育心理学会会員（平成15年まで）

昭和55年４月 日本青年心理学会会員（現在に至る）

昭和58年４月 日本箱庭療法学会会員（平成６年まで）

平成３年１月 臨床心理士（現在に至る）

平成14年４月 滋賀県スクールカウンセラー・スーパーバイザー（現在に至る）

平成15年４月 滋賀県公立学校教員採用選考試験二次試験面接官（現在に至る）

平成18年４月 特定非営利法人日本スピリチュアルケアワーカー協会　理事長（現在に至る）

平成19年４月 日本スピリチュアルケア学会（日野原会長）評議員（現在に至る）

平成27年４月 第８回　日本スピリチュアルケア学会　（会場　高野山大学）　大会長
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著書・学術論文の名称
単著
共著
の別

発行年月
発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

【著　書】

１．育つことのうちとそと 共著 昭和54年４月 ミネルヴァ書房

２．児童の成長と発達 共著 昭和55年４月 めいけい出版

３．教育心理学 共著 昭和56年６月 第一法規

４．大学生の心理 共著 昭和58年10月 有斐閣

５．教職のための教育心理学 共著 昭和58年５月 学術図書出版社

６．資料で語る青年心理学 共著 昭和58年５月 昭和堂

７．臨床心理学第５巻「文化・背景」 共著 平成４年９月 創元社

８．心理学から見た現代日本人のライ
フ・サイクル

編著 平成３年７月 ブレーン社

９．管理する消費　－ポストモダンの
終焉と若者文化－

共著 平成４年９月 グループ投企

10．心理学から見た現代日本のこども
のエコロジー

編著 平成４年12月 ブレーン社

11．物語法による子ども学入門 単著 平成４年12月 ブレーン社

12．夢についてのダイアローグ 共著 平成５年１月 ブレーン社

13．児童期の人間関係 共著 平成７年９月 倍風館

14．日本人のヒューマンリレーション 編著 平成８年５月 宣協社

15．母性の見直し　不正の立て直し 単著 平成９年８月 ブレーン出版

16．しつけのみなおしとおとなのたて
なおし

単著 平成12年９月 ブレーン出版

17．意味の形成と発達 共著 平成12年10月 ミネルヴァ書房

18．日本人の悲嘆過程とスピリチュア
リティ

単著 平成14年１月 ジュンク堂出版

19．発達臨床心理学－子どもの自我発
達への援助－

単著 平成14年１月 ジュンク堂出版

20． 心理学の最先端 共著 平成25年４月 あいり出版

【学術論文】

１．中心課題と偶発課題における選択
的注意の発達的研究

単著 昭和50年２月 日本教育心理学会教育心
理学会研究13巻４号

研　究　業　績
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著書・学術論文の名称
単著
共著
の別

発行年月
発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

２．男児の学校適応における性役割と
父親の要因についての考察

単著 昭和52年３月 京都大学教育学部紀要第
23号

３．男子社会　－人格的適応における
父親の要因についての考察

単著 昭和54年12月 山梨大学教育学部研究報
告第30号

４．Father－Child： Ａ Psychological 
Review

単著 昭和55年12月 山梨大学教育学部研究報
告第31号

５．大学生の父親像　（１） 単著 昭和56年12月 山梨大学教育学部研究報
告第32号

６．「尊敬する人物＝両親」の分析 単著 昭和57年 青年心理第31号

７．大学生の父親像　（２） 単著 昭和57年12月 山梨大学教育学部研究報
告第32号

８．家族と現代の父親について 単著 昭和58年 教育と医学第32巻第３号

９．大学生の父親像　（３） 単著 唱和60年12月 山梨大学教育学部研究報
告第34号

10．山梨県青少年生活意識調査報告書
（山梨の青少年は今）

編集 昭和59年２月 山梨県青少年総合対策本
部調査研究委員会

11．山梨県の20歳代から50歳の老人問
題に関する意識調査報告書

単著 昭和59年９月 山梨ボランティアセン
ター若い内から老後の問
題を考える会

12．大学生の父親像　（４） 単著 昭和59年12月 山梨大学教育学部研究報
告第35号

13．大学生の父親像　（５） 単著 唱和60年２月 山梨大学教育学部研究報
告第36号

14．瀕死体験のケース報告についての
一考察

単著 昭和61年２月 山梨大学教育学部研究報
告第37号

15．山梨県の老人の生きがいの意識調
査報告書

単著 昭和61年10月 山梨ボランティアセン
ター若い内から老後の問
題を考える会

16, Child rearing in Japan 単著 昭和62年２月 山梨大学教育学部研究報
告第38号
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著書・学術論文の名称
単著
共著
の別

発行年月
発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

17, An analytical and Mythological 
Understanding on ａ Mutism of 
Japanese Children

単著 平成元年 山梨大学教育学部研究報
告第41号

18．生きがいと人間関係－男40代から
の仕込み－

単著 昭和63年 山梨ボランティアセン
ター若い内から老後の問
題を考える会

19．思春期における新しい日本的父性
原理の提案

単著 平成２年３月 山梨学院大学一般教育部
論集第12号

20．現代大学生の 夢の分析による「ま
じめの崩壊」についての研究

単著 平成３年２月 山梨大学教育学部研究報
告第42号

21．日本人の国際化についての一考察 単著 平成４年３月 山梨学院大学一般教育部
論集第13号

22．子供の夢の国際比較 単著 平成５年３月 山梨大学教育学部研究報
告第43号

23．心理学的知識の教授法についての
一考察

単著 平成５年３月 山梨大学教育学部教育実
践センター研究紀要

24．日本のしつけの特徴から見たマン
ガあさりちゃん

単著 平成５年８月 授業づくりネットワーク　
No.71

25．地球市民を育てる課題 単著 併映５年８月 現代教育科学 No.443

26．日本人の自我と家族関係 単著 平成５年10月 神戸親和女子大学親和論
叢 第27号

27．Earliest Re-collectionの日米比較の
心理学的考察

単著 平成６年３月 神戸親和女子大学児童教
育学研究Vol.13

28. A Life-Long Developmental Study 
about the Relationship between 
Birth  Order and Perceived 
Parental Rearing  Attitudes

単著 平成７年３月 神戸親和女子大学児童教
育学研究Vol.14

29． 大学生の父親像の研究幻滅につい
ての男女差

単著 平成７年３月 神戸親和女子大学親和論
叢　第28号

30． 子ども社会のひとつきあいを考え
る

単著 平成７年４月 児童心理　639号
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著書・学術論文の名称
単著
共著
の別

発行年月
発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

31． 小中学校でいじめられた体験を有
するものの成人になってからの心
理社会的特徴

単著 平成７年 日本医事新報　3722号

32．父親不在児のプレイセラピー 単著 平成８年３月 神戸親和女子大学児童教
育学研究　Vol.15

33．日本人の自我と家族関係の心理学
的考察 Ⅱ「別れ空想」

単著 平成８年１月 神戸親和女子大学親和論
叢　第29号

34．日本の子どもの自我発達と友人関
係

単著 平成８年10月 神戸親和女子大学親和論
叢　第30号

35．子どもの仲間集団の社会化機能の
復活

単著 平成９年３月 児童心理　４月号

36．日本語と日本人の自我 単著 平成９年３月 神戸親和女子大学児童教
育学研究　Vol.16

37．情報処理の進歩についての心理学
的考察

単著 平成10年３月 神戸女子大学児童教育学
研究　Vol.17

38．夢の心理学的研究（２） 単著 平成10年２月 神戸親和女子大学研究論
叢 第31号

39．夢の心理学的研究（３） 単著 平成10年３月 教育専攻科紀要第３号

40．「ひきこもり」の歴史心理学的考察 単著 平成11年３月 神戸親和女子大学研究論
叢 第32号

41．日本人の性格の起源についての発
達・臨床心理学的研究（Ⅱ）日本
人の宗教観について

単著 平成11年６月 神戸親和女子大学　教育
専攻科紀要　第４号

42．中年期の健康維持と運動ーウエイ
トトレーニングの実践を通しての
考察

単著 平成12年３月 神戸親和女子大学児童教
育学研究　第19号

43．園芸療法入門（１） 単著 平成12年３月 神戸親和女子大学研究論
叢 第33号

44．危機状況と日本人の反応について
の心理学的考察

単著 平成12年６月 神戸親和女子大学教育専
攻科紀要　第５号
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著書・学術論文の名称
単著
共著
の別

発行年月
発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

45．軽度発達障害を考える（１） 単著 平成13年３月 神戸親和女子大学生涯学
習センター紀要第４号

46．ジェンダーと日本的父性論 単著 平成13年３月 神戸親和女子大学研究論
叢 第34号

47．ひきこもり支援の最前線 単著 平成15年３月 京都学園大学総合研究所
所報第４号

48．日本的父性とジェンダー論 単著 平成16年３月 京都学園大学人間文化研
究第13号

49．日本人の悲嘆過程とスピリチュア
リティー

単著 平成16年５月 ホスピスと在宅ケア第12
巻１号

50．円山応挙の絵画の回顧的心理学的
一考察

単著 平成17年３月 京都学園総合研究所所報 
第６号

51．軽度発達障害を考える（２） 単著 平成17年３月 京都学園大学付属心理教
育相談室紀要 第２号

52．円山応挙の絵画の心理学的一考察
（２）

単著 平成19年３月 神戸親和女子大学「研究
論叢」第40号

53．現代の子どものスポーツへの教育
と心理（１）学校教育における子
どもをスポーツへ動機つける教
育・心理的要因の研究

単著 平成19年３月 神戸親和女子大学「児童
教育学研究」第26号

54．スポーツカウンセリング（１） 単著 平成19年３月 神戸親和女子大学「児童
教育学研究」第26号

55．スポーツカウンセリング（２） 単著 平成20年３月 神戸親和女子大学「教育
センター研究紀要」第３
号

56．学校体育とライフスキル教育 共著 平成20年３月 神戸親和女子大学「教育
専攻科紀要」第12号

57．女子青年アスリートにおける摂食
障害の予防及び介入についての心
理学的考察

共著 平成21年３月 神戸親和女子大学「教育
センター研究紀要」第５
号
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著書・学術論文の名称
単著
共著
の別

発行年月
発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

58．小集団過程におけるリーダーシッ
プの役割についての心理学的考察

単著 平成22年３月 神戸親和女子大学「児童
教育学研究」第29号

59．思春期の子どもの関わりにおける
園芸療法の意味についての心理学
的考察

単著 平成22年３月 神戸親和女子大学「児童
境域学研究」第30号

60． 日本人の悲嘆過程の心理学的考察 単著 平成23年３月 神戸親和女子大学大学院
紀要　第７巻

61． ひきこもり現象の心理学的研究 単著 平成25年３月 神戸親和女子大学「児童
教育学研究」第32号

62．応用スポーツ心理学序論 単著 平成26年３月 神戸親和女子大学「児童
教育学研究」第33号

63．カウンセラー教育（１）教育分析 単著 平成26年３月 神戸親和女子大学親和論
叢　第47号

64．カウンセラー教育（２）セルフケア 単著 平成27年３月 神戸親和女子大学親和論
叢　第48号

65．カウンセラー教育（３）スーパー
ビジョン

単著 平成27年３月 神戸親和女子大学「児童
教育学研究」第34号

翻訳

１，「学習と記憶」坂野登監訳
　　（R.ジンツ原著）（Rainer Sinz “Lern 
und Gedaechtnis）

共訳 昭和55年５月 誠信書房

２，「コーレイ教授の統合的カウンセリ
ングの技術」（Gerald Corey “The 
art of integrative counseling”）

監訳 平成23年４月 金子書房
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